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　多くの水道事業体は、有収率の維持、向上を目的として
定期的に漏水調査を行っている。効率的な漏水発見手法で
あるスクリーニング工法は、当社が共同開発した時間積分
式漏水発見器を使用して一次調査を行い、その結果から抽
出される漏水の可能性の高い箇所のみを熟練技術者が漏水
箇所の特定を行う効率的な漏水発見手法である。スクリー
ニング工法の導入を進め、国内水道事業体の有収率の向上
に貢献する。

　調査機器の操作に特別な技能を必要としないことから、
使用料金算定のため定期的に実施している水道メーターの
検針作業と併せた調査が可能である。熟練技術者の減少と
いう課題もあるなか、漏水の恐れがある箇所を絞り込むこ
とで効率的に熟練技術者による調査業務が実施でき、漏水
の早期発見につながる点が評価された。

　従来の漏水調査では、対象戸数全戸に対して熟練技術者
が音聴調査をする必要があった。スクリーニング工法は、
時間積分式漏水発見器を使用して一次調査を行うことで、
熟練技術者が戸別音聴調査をする戸数を全数の約１０％ま
で絞りこむことができる。これにより、熟練技術者の作業
量を大幅に削減できることから、技術継承が難しい限られ
た熟練技術者の更なる有効活用が図れる。
　さらに、特別な技術を必要としない時間積分式漏水発見
器を検針員が使用して、検針時に一次調査を行うことで、
短期間でより広範囲の調査が可能となる。
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　この度、「厚生労働大臣賞」として評価されたこ
と、大変光栄に存じます。関係者並びにご採用いた
だきました事業体の皆様に感謝申し上げます。
　今後も、「TSリークチェッカーによるスクリー
ニング工法」を活用し、全国の水道事業の維持管理
に貢献出来るよう取り組んで参ります。

　当社は、東京水道グループの一員として主に技術
系業務の一翼を担い、公共性と効率性を両立させな
がら、お客さまに安全でおいしい水を安定的に供給
する役割を担っています。また、東京水道で培った
ノウハウを生かし、他の国内外水道事業体の人材育
成や、このTSリークチェッカーを用いた無収水率
改善等にも貢献しています。
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